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１．組織の概要

1）事業所名及び代表者氏名

株式会社　シーピーエス
代表取締役社長　宮坂　孝雄　
代表取締役副社長　野澤　俊彦

2）所在地

本社・本社工場 長野県茅野市豊平3222番地
金沢工場 長野県茅野市金沢3884番地

3）環境管理責任者及び連絡先

責任者：　帯川　桂
連絡先：　Tel. 0266-77-5271

4）事業内容

プリント基板実装・電子部品組立・受託開発設計

5）事業規模

資本金　9,600万円

売上高　1,232百万円（2023年度実績）

従業員数
　　本社・本社工場 　60名
　　金沢工場 　5名

述べ床面積
　　本社・本社工場 　1,290　㎡
　　金沢工場 　1,000　㎡ （賃借）

6）エコアクション２１認証状況

認証番号 0011562
認証登録日 2016年12月15日
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２．対象範囲、レポートの対象期間及び発行日

2-1　認証・登録範囲：本社・金沢工場
2-2　レポート対象期間：2023年2月～2024年1月（37期） 発行日：2024年3月11日

(１) 実施体制図

推進委員
帯川　桂 宮坂　明史 奥山　俊幸 平出　健一 上條　一幸 竹村　健二 中村　昭勝

（２） 役割・責任・権限

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練計画・実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成・自部門による試行・
　訓練の実施、記録の作成

代表者
代表取締役社長　宮坂　孝雄

代表取締役副社長　野澤　俊彦

環境管理責任者
帯川　桂

環境事務局
帯川　桂

EA21推進委員会

総務部門
営業

技術部門
資材購買部 生産管理課

第１製
造課

第２製
造課

金沢工場品証部門

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
代表者（専務） ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
ＥＡ２１推進委員会 ・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価
部門長

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
総務部 ・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・緊急時の消防署、灯油漏れ時、業者への連絡窓口

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・産業廃棄物の法規制遵守確認・記録の管理
・環境活動の実績集計

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
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３．環境経営方針

《基本理念》

　　株式会社シーピーエスは、“かけがえのない地球環境を守る”

　ことを最重要課題とし、自然環境との限りない調和をもとめ、

　環境保全活動に積極的に取組み、社会的責任を果たします。

《活動方針》

１．企業活動における環境への影響を考慮した目的・目標を設定し、

　　定期的に見直しを実施し、継続的な改善を行います。

① 省エネルギー化による二酸化炭素削減

② 使用原材料の省資源化、水資源の節水

③ 製品および工場で使用する化学物質の管理・削減

④ 廃棄物の削減

⑤ 事務用品のグリーン購入

⑥ 不良低減

2．環境に関する法規制、および当社が同意するその他の要求事項

　　を遵守し、環境汚染の未然防止に努めます。

3．地域周辺への環境保全に考慮し、地域から信頼される事業活動

　　を行ないます。

４．環境方針は全社員および組織活動にかかわる全ての人に周知し

　　社外に公表します。

株式会社 シーピーエス

宮坂 孝雄

2019年4月1日

代表取締役社長

環 境 経 営 方 針
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４．環境経営目標

中期目標

2022年度
（36期）

2023年度
（37期）

2024年度
（38期）

4%削減： 5%削減： 5%削減：

259,896.9 257,189.6 257,189.6

3%削減： 4%削減： 4.5%削減：

163,906.4 162,216.7 162,216.7

3.5%削減： 4%削減： 4.5%削減：

47,425.6 47,179.9 47,179.9

5%削減： 5%削減： 6%削減：

49,974.3 49,974.3 49,974.3

4%削減： 5%削減： 5%削減：

15.94 15.27 15.27

3.5%削減： 5%削減： 5%削減：

522.1 514.0 514.0

4%削減： 5%削減： 5%削減：

76.8 76.0 76.0

5 ＜グリーン購入＞ ％ - 60%以上 60%以上 60%以上

目標

Kg 80.0

Kg-CO2 52,604.5

ｔ 16.60

ｍ3 541.0

Kg-CO2

＜化学物質使用量削減＞

①

②

③

2

3

4

＜廃棄物排出量削減＞

270,725.9

168,975.7

Kg-CO2 49,145.7

1

＜総排水量削減＞

注： 購入電力の2018年度の電気事業者別二酸化炭素排出係数：0.452g-CO2/Kwh（中部電力）

№ ＜取組項目＞ 単位
基準値

2018年度
（32期）

＜二酸化炭素排出量削減＞
排出係数：0.452Kg-CO2/kwh

電気使用量削減

灯油使用量削減

ガソリン使用量削減

Kg-CO2
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５．環境経営計画

1．ＣＯ２排出量の削減

（1）使用電気量３％削減 ア．ＯＡ機器管理 ①パソコン及び周辺機器の節電

②プリンタの節電

③コピー機の節電

④シュレッダーの節電

イ．照明管理 ①室内照明の節電

②屋外照明・夜間照明の節電

③不要な蛍光灯を外す

ウ．冷暖房管理 ①エアコン使用時の温度管理

②窓・ブラインドの適宜利用

エ．電動機器・設備管理 ①未使用時の電源Ｏｆｆ

②定期メンテナンスの管理

（2）消費燃料５％削減 ア．車両管理 ①エコドライブの推進

②各人の運転日報管理

③不必要な車両使用削減

2．廃棄物排出量の４％削減 ア．一般廃棄物管理 ①一般ゴミの削減

②分別の徹底

③裏紙使用の推進

イ．産業廃棄物管理 ①廃プラスティック削減

②分別の徹底

③不良品廃棄の削減

3．総排水量の３.５％削減 ア．水管理 ①トイレ・屋外水道・手洗い時の節水

4．グリーン購入拡大 ア．事務用品のグリーン品目購入 ①グリーン品目の積極購入

６０％以上 ②品目洗い出し、切り替え

5．化学物質の４％削減 ア．化学物質の管理　 ①現状把握

②使用容量の管理

③代替品の有無・減量可能性検討

6．環境に配慮した製造 ア．Ｆコスト削減 ①ＩＳＯ部門実行計画書による

②半田手直し・再作成の手間削減

③削減方法の検討

項目 実施項目 活動内容
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６．環境経営目標の実績

６－１．数値目標に対する実績

2023年度
（37期）

結果
（％）

評価

1
＜二酸化炭素排出量削減＞
排出係数：0.452Kg-CO2/kwh

Kg-CO2 270,725.9 5%削減 257,189.6 224,400.0 -17.1 〇

① 電気使用量削減 Kg-CO2 168,975.7 4%削減 162,216.7 157,658.5 -6.7 〇

② 灯油使用量削減 Kg-CO2 49,145.7 4%削減 47,179.9 27,044.6 -45.0 〇

③ ガソリン使用量削減 Kg-CO2 52,604.5 5%削減 49,974.3 39,696.9 -24.5 〇

2 ＜廃棄物排出量削減＞ ｔ 16.6 5%削減 15.27 10.10 -39.2 〇

3 ＜総排水量削減＞ ｍ3 541.0 5%削減 514.0 343.0 -36.6 〇

4 ＜化学物質使用量削減＞ Kg 80.0 5%削減 76.0 77.4 -3.3 ×

5 ＜グリーン購入＞ ％ - － 60%以上 51.0 - ×

（〇：目標達成 ・ △：未達だが昨年より向上 ・ Ｘ：未達成）

注： 購入電力の2018年度の電気事業者別二酸化炭素排出係数：0.452kg-CO2/KWh（中部電力）

※灯油使用量大幅減について
　　金沢工場のメインの冷暖房設備を灯油式から電気式に入れ替えたことによる。

６－２．数値目標以外の活動実績

・外部コミュニケーション活動

顧客からの意見や下記調査依頼への対応を外部コミュニケーション活動としてカウントしています。

（１）環境調査（RoHS調査、Reach調査、紛争鉱物調査）

（２）顧客アンケート

2023年度実績

環境調査 14件

顧客アンケート 23社 （回答率：88％）

実績

№ ＜取組項目＞ 単位
基準値

2018年度
（32期）

目標

2023年度
（37期）
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７．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

項目 実施項目 活動内容 結果 評価

1．ＣＯ２排出量

　　　の削減

（1）使用電気量 ア．ＯＡ機器管理 ①パソコン及び周辺機器の節電 ○

　　４％削減 ②プリンタの節電 ○

③コピー機の節電 ○

④シュレッダーの節電 ○

イ．照明管理 ①室内照明の節電 ○

②屋外照明・夜間照明の節電 ○

③不要な蛍光灯を外す ○

ウ．冷暖房管理 ①エアコン使用時の温度管理 ○

②窓・カーテンの適宜利用 ○

エ．電動機器 ①未使用時の電源Ｏｆｆ ○

　　　　・設備管理 ②定期メンテナンスの管理 ○

（２）消費燃料 ア．車両管理 ①エコドライブの推進 ○

灯油 ②各人の運転日報管理 ○

４％削減 ③不必要な車両使用削減 ○

ガソリン

５％削減

2．廃棄物排出量 ア．一般廃棄物管理 ①一般ゴミの削減 〇

　　　　５％削減 ②分別の徹底 〇

③裏紙使用の推進 〇

イ．産業廃棄物管理 ①廃プラスティック削減 〇

②分別の徹底 〇

③不良品廃棄の削減 △

３．総排水量 ア．水管理 ①トイレ・屋外水道・手洗い時の節水 ○

　　５％削減

4．グリーン購入 ア．事務用品の ①グリーン品目の積極購入 ○

　　　６０%以上 　グリーン品目推進 ②品目洗い出し、切替 △

５．化学物質 ア．化学物質の管理　 ①現状把握 〇

４％削減 ②使用容量の管理 〇

③代替品の有無・減量可能性検討 △

６．環境に配慮 ア．Ｆコスト削減 ①ＩＳＯ部門実行計画書による ○

　　　した製造 ②半田手直し・再作成の手間削減 △

Fコスト ③削減方法の検討 〇

昨年よりも大幅にダウンしているが、
まだまだ多い。

作業前の図面確認を怠らない。確認
作業の徹底。

基板事業以外の売り上げ増により、
売上に対し廃棄物の量は大幅に減っ
ている。唯一、可燃ごみが増えてい
るが、新規生産の為と判断する。

基準値を見直し、廃棄物量削減に努
める。

昨年よりも若干低く抑えられたが、現
在が最低ラインと思われる。

漏水の可能性は引き続きあるので、
検針時に注意をする。

調達品の種類により比率は左右され
たが、グリーン品目優先購入は続け
ている。
グリーン品目優先購入の継続。

新たにPRTR該当品目に指定された
ものがあったため、昨年より大幅アッ
プ。
該当品を変えるのは困難なため、使
用量を減らす努力をする。

赤字＝次年度の取組

電気使用量に関しては目標値をクリ
アしている。但し、やや頭打ち状態と
なっているので、何か値を下げる手
段が必要。

LED照明に変更するなど、節電効果
のあるものを導入出来るようであれ
ば導入する。。
社員一人一人が現在の節電対策を
継続する。

エコカー導入が功を奏し、基準年と
の総走行距離との比率よりも約7％
ダウンとなっている。

引き続き、エコドライブの徹底すると
共に基準値を変えて取り組む。
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

当社に適用となる環境関連法規等は下記の法規制等が適用され、2023年2月16日遵守状況の確認を

環境管理責任者が行なったところ、特に問題はありませんでした。

現在、環境法規制等の違反、・訴訟及び苦情はありません。

また、関係当局からの違反等に関する指摘は過去３年間ありません。

改訂確認：2023年2月16日

法規制の名称 適用される事項

廃棄物処理法 ・一般収集業者の許可の確認 ○

・産廃収集運搬・処理業者の許可の確認及び契約 ○

・マニュフェスト発行・保管

B2・D票90日、E票180日以内に送付されない

場合は、30日以内に知事への報告

A、B2、D、E票の保管（5年間）

・発行状況報告書の提出

・保管基準

掲示板、飛散・浸透防止、衛生管理

消防法 灯油　200L以上の保管

　防油堤の設置・表示板設置・届出

消火器設置確認 ○

○

騒音規制法 空気圧縮機（コンプレッサー）7.5Ｋｗ以上　届出 ○

　騒音確認：指定地域外

　　　　昼（65dB）朝・夕（65dB）夜間（55dB）

ＰＲＴＲ制度 対象化学物質の使用量調査 ○

グリーン購入法 グリーンマーク商品の購入 ○

フロン排出抑制法 空調機器の簡易定期点検の実施（四半期に１回） ○

家電リサイクル法 処分業者に委託及びリサイクル券の保存 該当無し

下水道法 下水道法の遵守 ○届出書

許可証

契約書

報告書

設置場所

点検記録書

リサイクル券

購入管理書

届出書

使用記録書

遵守評価

測定記録書

○

届出書 ○

○

使用期限
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９．代表者による全体評価と見直しの結果

 実　施　日 

 対 象 期 間 

 出　席　者 

目標達 活動計画

成状況 実施状況

二酸化炭素排出量の削減 〇 〇

代表者による
評価

産業廃棄物量の削減 〇 〇

水使用量の削減 〇 〇

化学物質使用量の削減 × 〇

グリーン購入の推進 × 〇

【環境経営方針】 変更の必要性　：　□有　■無

【環境経営目標】 変更の必要性　：　■有　□無

【環境活動】 変更の必要性　：　□有　■無
代表者による

見直し

【実施体制】 変更の必要性　：　□有　■無

【環境経営システム】 変更の必要性　：　□有　■無

【総括】

代表者による
指示

　2023年2月1日～2024年1月31日（37期）

　代表者（野澤副社長、工藤専務），環境管理責任者（帯川）

目標項目 目標・活動計画実施状況の評価

現在の環境活動を維持する。

金沢工場冷暖房機故障による入替で、灯油
使用量が大幅にダウン。電気使用量は生産
量に左右されるが、売り上げが上がってはい
るものの使用量がダウンしたことは評価でき
る。

代表者による全体の評価と見直し
結果報告書

現在の実施体制を維持する。

現在の環境経営システムを維持する。

一人一人の努力により、前年より8％ダウン。
今後も継続すると共に、漏水の監視を行な
う。
基準値変更要。
一昨年、非該当品の溶剤に切り替えたが、そ
の溶剤が該当品となったことにより、昨年度よ
り大幅にアップ。

　2024年2月20日

基準値を変更し、中期目標を設定する。

グリーン購入でき品は必ずグリーン品購入を継
続。

現在の環境経営方針を維持する。

生産品目の影響かもしれないが、ここ数年、大
幅なダウンとなっている。基準値を変更し、目
標を立てる。

全体的にマイナス傾向で非常に良い結果となっているが、コロナによる仕事環境の
変化、設備の入れ替えも多々影響している。一人一人が節約意識を引き続き持つこ
とも大事だが、可能な限り省電力設備に切り替えることも大事。

基準年を見直し、中期目標の設定を行なうこと。
駐車場外灯のLED化。
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